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 平成２７年 9 月定例教育委員会会議録 

 
（１）開会及び閉会に関する事項 
      平成２７年９月２９日（火）     東祖谷小中学校図書室 
                                    

      開会   午前１０時３０分 
                                      閉会   午前１１時５５分 
 
（２）出席委員の氏名 
        委 員 長   小松 正       委員長職務代理者   谷  敏司 
        委    員  前川 順子         委    員    新久保 由美子 

教 育 長   倉本 渟一 
 
（３）委員を除くほか、議場に出席した者の氏名 
        ▼出席職員 
        教育次長                松丸 忠仁 
          学校教育課長               東口 栄二    
        生涯学習・スポーツ振興課長       近藤 一樹 

文化財課長                中岡 久雄 
池田学校給食センター所長       内田 妙子 

 
（４）傍聴人 
        ▼傍聴人                ０名 
 
 
◆小松委員長 
 ただいまの出席委員は５名であります。定足数を満たしておりますので、ただいまから平成２７年

三好市教育委員会９月定例委員会を開催したいと思います。 
 これより本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配布いたしました議事日程の通りでご

ざいます。 
 
（５）議事録署名者の指名 

谷 敏司委員 
◆小松委員長 
 初めに議事録署名者を決定いたします。議事録署名者は例月通り、谷委員さんにお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 
続きまして報告事項に入ります。最初に教育長から諸般の報告をお願いします。 

 
（６）報告事項 
 
◆倉本教育長 
 ８月２７日、学校給食運営委員会に出席をいたしました。今年度初めての委員会ですので、役員を

決めたり、今年度の計画等を第１回の会議として開催いたしました。 
 ９月１日、議会が開会されました。議会関係に関しましては後ほど松丸教育次長より説明をいたし

ます。 
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 ９月４日、ICT 実証事業選定委員会が行われました。文科省指定の ICT 実証事業の中のコンサルタ

ント会社の選定でしたが、手を挙げていただいたのが１社でした。初めはプロポーザル方式で行う予

定でしたが、１社のみの応募でしたので、この委員会で資料による検討をいたしました。全員の方の

協議の中で JMC という会社にお願いすることになりました。 
 ９月１１日、雨天延期が２回ほどありましたが、池田中学校の運動会が開催されました。委員の皆

様にもそれぞれの学校へ参加いただき、ありがとうございました。 
 続いて行事予定をお願いします。 
 １０月９日、市民大学講座が予定されております。先日の竹内昌彦さんの講座は大変感銘を受けま

した。いろんな面で心に響く、本当に素晴らしいお話でした。 
 １０月１６日、三好市学術・文化学会が予定されております。また時間があればお越しいただいた

らと思います。 
 １０月３１日、落合重伝建１０周年記念シンポジウムを計画いたしております。 
 １０月２７日に定例教育委員会を予定しております。また、１１月の定例教育委員会ですが、本来

なら２４日（火）ですが、都合で、できれば２５日（水）にしていただけないかという事で早めにご

提案をさせていただきました。 
 その他、いつもは２か月前の行事は書いていませんが、大きな行事がありますので書かせていただ

きました。 
 １１月５日、県・市町村教委研修会が総合教育センターで開催されます。 
 １１月７日、大歩危名勝指定記念シンポジウムがホテル大歩危まんなかで開催されます。 
 １１月８日、三好市社会福祉大会が池田総合体育館で開催されます。 
 １１月１８日・１９日、研修旅行で福井県永平寺中学校に行く予定です。以上です。 
◆小松委員長 
 ただいまの報告について質疑ございませんか。 
 最初に定例教育委員会の日程はいかがでしょうか。１０月２７日（火）と１１月２５日（水）です。

よろしいでしょうか。 
◆委員一同 
 はい。 
◆小松委員長 
 それでは、１０月２７日（火）と１１月２５日（水）でお願いします。 
 他の報告事項について質疑ございませんか。 
◆委員一同 
 はい。 
◆小松委員長 
 続きまして、“三好市議会９月定例会報告”をお願いします。 
◆松丸次長 
 ９月１日に開会し、９月１８日に散会をいたしました、９月定例会議についてご報告をさせていた

だきます。 
 今回、教育委員会に関する一般質問は、３人の議員からありました。 
 まず吉田議員から、いじめ・不登校・児童虐待についての質問があり、教育長が答弁いたしました。

いじめ、不登校、児童虐待等の状況を説明し、尊い人命や人権にかかわる重大な問題であることから、

教育委員会では行政関係部署、外部関係機関、学校や保護者、地域住民の方々との連携を図りながら、

教育相談事業、いじめ、不登校、児童虐待等に関する情報収集活動、児童虐待についても緊急性が高

い場合は徳島県こども女性相談センターに通告するなどの対応をしていること、そして対応策として、

「三好市いじめ問題対策連絡協議会」を設置し、相互の様々な情報を共有し、いじめの撲滅や青少年

の健全育成を図っております。また、不登校対策として池田町マチの「うだつの家」に適応指導教室

（そよかぜ学級）を設置し、学校へ通学できない児童生徒を受け入れ、学校への登校が可能となるよ
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う支援していること、また、三好市教育委員会では今年度も「いじめゼロ、不登校ゼロ、非行ゼロ、

体罰ゼロ」の「４ゼロ運動」を重点目標に掲げ、その実現に向けて鋭意取り組んでおり、平成２６年

度のいじめ件数では小学校６件のうち２件、中学校７件のすべては解消しており、深刻な問題に発展

するという事案は現在ないと確信しており、不登校につきましても、小学校２名のうち１名、中学校

２１名のうち３名が登校できるようになったことを答弁いたしました。いじめの状況につきましては、

別途教育長から報告がございます。 
 次に、中議員から全国学力テストについての全体平均の傾向を示していただきたいとの質問があり、

教育長が答弁いたしました。三好市の学力調査についてですが、全国の平均正答率と比較した場合、

小学校では５項目のトータルでは全国平均よりやや低い状況でございますが、理科を除く国語、算数

の４項目では全国平均を上回る項目もあり、国語、算数の学力は全国平均とほぼ同じ程度で大きな格

差がないこと、また、徳島県との比較では徳島県平均とほぼ同じ程度の学力という結果でありました。

中学校は３教科５項目のうち４項目で全国平均を上回っており、全国平均よりやや高い状況で徳島県

との比較でも、５項目のすべてで徳島県平均を上回っていることを答弁いたしました。三好市教育委

員会では文部科学省の方針を尊重し、「各学校の調査結果の公表については学校長の判断に委ねること

にしていますが、市教委といたしましては各学校や市全体の平均正答率等は公表しない」としていま

す。しかし、文部科学省が平成２６年度からはこれまで禁止してきた市町村教育委員会による学校別

の成績公表を認めることに方針を変更いたしましたので、県内市町村でも順位や平均正答率等は公表

しないものの「調査結果の公表」についてその内容や方法が検討されています。県内市町村の動向も

踏まえながら、今後調査結果の公表については様々な面から検討する必要があると答弁しております。 
 次に、天羽議員から三好市の奨学金制度について「奨学金の返還免除制度の拡大」及び「給付型奨

学金導入」等について質問があり、教育次長が答弁いたしました。奨学金の返還免除制度拡大の考え

につきましては、免除要件①死亡したとき②労働能力を喪失したときにつきましては、今後もこの制

度を継続していく必要がありますが、免除要件③卒業後継続して三好市内に住所を有し、生計を営む

場合には、５年以上経過した場合は貸与総額の５パーセント以内、１０年以上経過した場合は１０パ

ーセント以内で奨学金の全部または一部の返還を免除することとしておりますが、このことにつきま

しては様々な観点から検討すること、給付型奨学金導入につきましては、日本学生支援機構の奨学金

制度の状況や県、他の市町村の状況を調査し、財政当局とも協議しながら検討するというふうに答弁

いたしました。 
 次に議案質疑では吉田議員から小学校費の委託料について質問があり、三好市内１１小学校の普通

教室に空調設備を設置するための設計業務委託料 10,676 千円をあてるという事を学校教育課長より

答弁いたしました。 
 決算審査特別委員会では天羽議員から教育委員会の開催状況についての質問があり、平成２６年度

は毎月１回の定例会と２回の臨時会、合計１４回開催いたしており、議事録もホームページ上で公開

していることを学校教育課長より答弁いたしました。 
 次に９月１１日の文教厚生委員会について教育委員会の関係の議案でございます。 
 議案第６０号“三好市一般会計補正予算（第３号）”につきましても、小学校費、文化財費について

の質問をいただきましたが、補正予算は原案どおりご決定をいただきました。以上です。 
◆小松委員長 
 ただいまの報告について質疑ございませんか。 
◆委員一同 
 はい。 
◆小松委員長 
 続きまして、“大歩危名勝地指定記念行事の開催について”報告をお願いします。 
◆中岡課長 
 それでは、“大歩危名勝地指定記念行事の開催について”報告させていただきます。先ほどお配りし

た資料をご覧ください。 
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 まず、先ほど小松委員長が大歩危名勝地指定記念行事の開催についてという事ですが、先に落合重

伝建選定１０周年記念シンポジウムが１０月３１日に開催されるので訂正をお願いいたします。従い

まして２件行事が開催されることを報告したいと思います。 
 まず、落合重要伝統的建造物群地区が選定１０周年を迎えます。その１０周年を記念してシンポジ

ウムを開催します。日時は１０月３１日で、会場は東祖谷歴史民俗資料館です。内容は基調講演をい

ただき、パネルディスカッションをして、閉会となると思います。基調講演は日塔和彦さんです。日

塔先生は落合の伝建地区に長岡家住宅という公開住宅がありますが、その長岡家住宅の改修に携わっ

ていただき、「かやぶき」の第１人者という事で、関わりもありまして１０年目という節目にお招きを

してご講演をいただくという内容でございます。パネルディスカッションのテーマは「山村集落 落

合の１０年とこれから」ということで計画しております。主催は三好市教育委員会と三好市の観光課

です。後援は落合重伝建保存協議会という協議会に後援いただき、ご協力いただこうという事です。

ぜひ、お時間があればご出席いただければと思います。 
 続きまして、大歩危国名勝指定記念講演会と題しまして、近代の名勝地大歩危の魅力発信というこ

とで講演会を開催しようという事で計画しております。主催は三好市、講演は徳島県教育委員会また

一般財団法人です。基調講演は「私と大歩危峡・・・」という演題で一般社団法人徳島県観光協会理

事長の清重泰孝さんにお願いをしております。清重さんは JR 出身で、徳島県西部の観光に関してい

ろいろなお力添えをいただいております。特に大歩危駅に特急列車をすべて停車していただけるよう

にしていただいたのは清重さんのお力添えが大なるものがあるという事でお願いをした次第でござい

ます。そして第２部として「大歩危は、いかにして世に知られていったか」という事を皆様に知って

いただく内容を、三好郷土史研究会の戸家誠さんに講演いただこうと思っています。またお時間がご

ざいましたら是非ご出席いただけたらと思います。以上です。 
◆小松委員長 
 今の報告に対しまして、質疑等ございませんか。 
◆委員一同 
 ありません。 
◆小松委員長 
 続きまして、“平成２７年度就学援助対象者の追加について”報告をお願いします。 
◆東口課長 
 お配りした資料をお願いします。３名の児童生徒から９月に入って申請がありました。うち１名が

非課税という事で認定され、残り２名は経過措置の該当になりますので、認定するという事になりま

す。以上で報告を終わります。 
◆小松委員長 
 ただいまの報告に対しまして、質疑等ございませんか。 
◆委員一同 
 ありません。 
◆小松委員長 
 続いて、“全国学力調査の結果について”報告をお願いいたします。 
◆東口課長 
 学力調査の結果については公表しないとなっていますのでこれ以降非公開でお願いしたいと思いま

す。 
◆小松委員長 
 ただいまから、非公開といたします。 
 

≪ 非 公 開 ≫ 
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◆小松委員長 
 それではただいまから公開といたします。 
 報告事項は以上です。 
 
（７）承認事項 

 
◆小松委員長 

続いて“平成２７年８月定例会議事録の承認について”を議題といたします。事前に議事録を送っ

ていただいておりますが変更点、その他ございませんか。 
 
（議事録修正のため省略） 
 

◆小松委員長 
 議事録につきましては、以上の変更で承認をお願いいたします。 
 

（８）議   案 
  第  １１  号 学校教育における ICT を活用した実証研究委員会設置要綱について 
 

◆小松委員長 
 議案第１１号“学校教育における ICT を活用した実証研究委員会設置要綱について”を議題といた

します。関係部局から説明をお願いします。 
◆東口課長 
 ４ページをお願いします。議案第１１号“学校教育における ICT を活用した実証研究委員会設置要

綱について”です。委員の皆様ご存じのとおり、山城地区で進めている文科省の実証事業で ICT を活

用した事業を展開しております。業務委託契約を平成２７年７月３１日に契約しました。その中で、

要綱に実証研究委員会設置という事で、事業実施にあたり事業を円滑に実施するため、学校関係者を

含む関係機関の実証研究委員会を設置することとなっております。今回このように要綱を掲げさせて

いただきました。第１条（目的）、第２条（業務）、第３条（組織）で会長は教育長がこれに当たる、

副会長は教育次長がこれに当たる、委員については学校関係者、学校以外の教育関係者、その他会長

が必要と認める者ということで委員につきましては、各関係学校長と鳴門教育大学の准教授の方、県

教委の職員の方にも入っていただいております。第４条（任期）、第５条（職務）、第６条（実証研究

委員会）等定めております。本日承認いただければこの要綱につきましては、平成２７年１０月１日

から施行するということにさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 
◆小松委員長 
 委員は何名ですか。 
◆東口課長 
 委員につきましては１１名です。 
◆小松委員長 

今の説明につきまして、質疑等ございませんか。 
◆前川委員 
 これは１０月１日から施行して期間はないのですか。 
◆東口課長 
 任期につきましては、実証事業の実施期間が終了するまでとなります。 
◆松丸次長 
 この事業は３年間です。 
◆東口課長 
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 委託料は単年でしか決定されません。 
◆前川委員 
 わかりました。 
◆小松委員長 
 よろしいでしょうか。 
◆委員一同 
 はい。 
◆小松委員長 
 議案第１１号は原案どおりという事でよろしいでしょうか。 
◆委員一同 
 はい。 
◆小松委員長 
 異議なしと認めます。よって議案第１１号“学校教育における ICT を活用した実証研究委員会設置

要綱について”は原案通り決定をされました。 
 以上で定例会議を終わります。 
 
 

 


